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はなみずき 

♧トピックス♧ 
▶患者さんからの投稿 

▶車いすスポーツの紹介 

 ～車いすマラソン～ 

▶嚥下障害と熱中症・脱水症について 

▶～車いすクッションのおはなし～ 

  クッションの効果を活かすために 

 

 

 

 

 

－患者様へのせき損広報誌― 

※今月寄稿していただいた 岩岡 美咲 

さんの写真です。 





https://www.facebook.com/kitaq.sb/




http://www.2arm-drive.net/


http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjFuLj4sLPaAhVCebwKHdQ1CmAQjRx6BAgAEAU&url=http://pro.saraya.com/fukushi/kokucare/taiso/engetaiso/download.html&psig=AOvVaw3ShsZwGXg8F29SUjJW04K9&ust=1523575961102385




医用工学研究室 江原 喜人 

 

はじめに 

 前回は車いすクッションの種類や選び方、調整についての話でした。今回は、そのクッシ

ョンが十分に効果を発揮できるようにするための話です。クッションは、ただ座面に置いて

座れば効果を発揮するという訳ではありません。実は座り方も大きく影響します。特に影響

が大きいのは、膝の位置が高くなった座り方やお尻を少し前に出して骨盤が後傾した座り方

です。 

足の位置や骨盤の後傾に注意 

 足を置くフットサポートが高い、あるいはシー

トが低い場合、図１のように膝の位置が高くなり、

膝の裏辺りに空間ができます。その結果、体重を

支持する面積が減少し、坐骨部周辺への圧力集中

を招きます。フットサポート高を調整し、足の位

置を下げて適切な位置にすると大腿部の支持面積

が広くなり、臀部（特に坐骨部）の圧迫が軽減さ

れます。 

また、脊髄損傷者では、麻痺の影響による体幹

支持性の弱さからお尻を前にずらした座り方（仙

骨座り、ずっこけ座りなどと呼ばれています）を

する方も多く見られます。このような座り方では、

骨盤が後傾して尾骨部が圧迫を受けやすくなり

ます。 

座り方の違いと体圧分布の変化 

図２に座り方の違う2枚の写真と体圧分布図を

示しています。左は調整前、右は調整後のもので

す。足の位置を少し下げる調整を行ったことで、 

大腿部での支持面積が広がり、また坐骨部への圧

迫が軽減されています。さらに、少し前に出し過

ぎていたお尻を奥に入れて深く座ったことで骨

盤が起き、尾骨部への圧迫が軽減されています。

行った調整はごく僅かなものであり、写真だけを

見ると座位姿勢の変化は分かりにくいですが、体

圧分布図を見るとその違いがよく分かります。こ

のような僅かな違いを見逃さず、改善していくこ

とが褥瘡の予防にはとても大事なことだと考え

膝の位置が高く、

大腿後面に空間が

できてしまう 

臀部の支持面積

が小さくなる 

図１．フットサポート高、シート高と座位姿勢 

大腿部での支持面積の違い 

尾骨部への圧迫解消 

図２．座位姿勢の違いと体圧分布の変化 



ています。 

クッションを選ぶ際に、いろんな種類を試すことが

ありますが、座り方が適切でないままクッションの種

類を変えたり、調整を行ったりしても問題の解決には

つながらないことが多いです。このような違いを十分

に理解したうえでクッションの評価や選定、調整を

行うことが重要です。 

除圧動作の勧め 

車いすを使用者に適した状態に調整し、体圧分散性

に優れたクッションを使用したとしても、少なからず

臀部が圧迫を受けて血流が悪い状態にあることは間

違いありません。そのため、時々臀部にかかる力を逃

がす動作（除圧動作）を行うことが重要となります。

一般的に推奨されるプッシュアップ動作は、上肢筋

力の弱い頸髄損傷者では十分に行うことができない

こともあります。その場合は、他の有効な方法を考

えなければなりません。 

図３～６にいくつかの動作とその時の体圧分布の

変化を示しています。体圧分布測定器を使えば、動

作に伴う変化がよく分かり、自分に適した動作を見

つけることができます。これまで経験したなかでは、

図４、７のように片肘をアームサポートに置き、反

対の手でアームサポートを押す動作（肘を伸ばしき

ってロックさせて、いわゆるつっかえ棒のようにする

とより楽にできる）は、上肢筋力が弱い方や頸髄損

傷者でも比較的行いやすく、かつ除圧効果も高いの

で、お勧めする方法の一つです。 

基本的に身体を動かせば、それに伴って体圧分布

も変化します。自分に適した動作を見つけ、普段か

ら姿勢を変えることを心がけることもクッションの

効果を活かし、褥瘡を予防するために重要だと考え

ています。 

おわりに 

いろいろなクッションを試したり、体圧分布測定器で自分の

体圧分布を見たり、また効果的な除圧動作を確認したりするこ

とができます。お困りの方、興味のある方はぜひ医用工学へご

相談ください。 

図７．アームサポートを 

利用した除圧方法 

図３．プッシュアップによる除圧効果 

図４．アームサポートを使った姿勢変換 

と除圧効果 

図５．机を使った前傾姿勢による除圧効果 

図６．後傾姿勢による除圧効果 
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